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研究成果の概要（和文）：本研究では, 体型に関する視覚的手がかりが認知症高齢者の食事摂取量に影響を及ぼ
すかどうかを実験的に検討した. 老人保健施設に入居する認知症高齢者を対象とした実験の結果, 施設の食事に
際して高BMI体型画像を提示された場合には画像無しの場合よりも週あたりの食事完食数が多いことが示された.
 これらの実験の結果から, 食事場面における高BMI体型画像の視覚提示が認知症高齢者の食事摂取量を増加させ
る可能性があることが示唆された. 

研究成果の概要（英文）：The previous studies on science of food and eating behavior have shown that 
exposure to the image of a lower-weight person reduces food consumption among young adults. However,
 it remains unknown whether this paradigm could be adapted and applied to increase food intake among
 older adults with dementia by exposing them to the image of a higher-weight person to mitigate 
weight loss and malnutrition. Thus, the present study explored whether weight-related visual priming
 cues affect the amount of food consumed by older adults with dementia. In the experiment, older 
people with dementia living in a nursing home were visually exposed to cartoon images during daily 
lunch situations. Results demonstrate that participants finished their meals more frequently when 
they were exposed to the image of the higher-weight image than when they were not exposed to any 
images. These results imply that exposure to a higher-weight person increases food intake in older 
adults with dementia.

研究分野：社会心理学, 食行動学

キーワード： 食行動　高齢者　認知症　食支援　食卓環境

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は, 食行動の背景にある心理学的メカニズムへの関心と, 認知症高齢者の低栄養問題への支援策を模索す
る介護現場の声を結び付けて創出された研究プロジェクトである. 本研究成果は学術的新規性と, 認知症高齢者
の食支援の現場に活用できる応用可能性を兼ね備えたものであり, 学術的・社会的意義が高い. 本研究で得られ
た学術的知見は, 食事に際して視覚情報が食物摂取行動に及ぼす影響を理解し, 認知症高齢者の十分な栄養摂取
を促進する食卓環境をデザインする上で有益な基礎的資料の1つとなるであろう.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
認知症患者数は国内で 2020 年に 964 万人を記録し, 2070 年には 2,828 万人に達するという試

算もある 1). 認知症高齢者は認知機能と身体機能の両者に低下がみられることから, 栄養摂取に

関する障害も多い. とくに摂食・嚥下の前段階として食物や食事行為に対する注意や記憶などの

認知が阻害される先行期の障害は, 現状ではリハビリ等による改善があまり期待できないこと

も多く, その予防・対処には食事環境の調整が重要となる. しかし, 認知症高齢者の先行期の障

害およびそれに伴う栄養不良に対する十分に有効な食事環境の理解と整備は途上であり, 様々

なアプローチからの試行が必要な段階といえる. 

食行動に関する社会心理学や行動経済学的な観点からの研究のなかで, 体型に関する視覚的

手がかりが健常若年者の食物摂取に及ぼす影響が検討されてきた. これは食事や菓子の摂取場

面において, 直前に見た人物やキャラクタの体型が摂取量に影響を及ぼす現象であり, 低 BMI

体型画像を見た場合には摂取量が減少し, 高 BMI 体型画像をみた場合には摂取量が増えること

が多くの研究で報告されている. たとえば, 菓子の試食場面において, 直前にアルベルト・ジャ

コメッティの彫刻作品である細長い人物の画像を視覚提示されたブースで摂取した場合には, 

他の画像が提示されたブースで摂取した場合よりも摂取量が少なかったとされる (ジャコメッ

ティ効果)2). 反対に, 高 BMI体型のキャラクタを視覚提示された児童は, 通常体型のキャラクタ

を提示された児童よりも実験参加の報酬として菓子を受け取る際に多くの量を選択したという

3). これらの現象は, 低 BMI 体型であれば少食といったステレオタイプ活性による無自覚的な摂

取量の増減と考えられている. ジャコメッティ効果に関する先行研究は主として若年者の肥満

対策の文脈で, 低 BMI 体型の人物やキャラクタの提示が摂取量の減少や健康的な食品選択に寄

与するかどうかが検討されてきた.  

一方で, 前述のように認知症高齢者の低栄養対策としてもこの現象が活用できる可能性があ

る. まず, 認知症高齢者は低栄養により低BMIの場合も多いことから, 老健施設やデイホーム等

の認知症高齢者同士で食卓を囲む場は「低 BMI 体型が視野に入りやすい」食卓環境といえ, 無

自覚的な食事摂取量の減少が生じている可能性がある. また, 認知症高齢者は認知機能の低下に

より食事から注意が逸れたり, 食事に対する意欲低下が生じやすいとされる. そこで「たくさん

食べること」に関連する人物画像の提示により, 食事の場であることの認知や摂取量の増加が見

込める可能性もある. そこで, 食事の際に食に関わる高 BMI 体型画像を提示することで認知症

高齢者の食事摂取量が増加するかどうか (逆ジャコメッティ効果) を検討することには学術的

新規性と社会的意義の両者が見込めるが, これについて直接的に検討した研究は筆者が知る限

り研究開始当初にはまだなかった.  
 
２．研究の目的 
上述の背景を踏まえ, 本研究では, 食事時における視覚的な体型手がかりの提示が認知症高齢

者の食事摂取量に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした. 仮説としては, 高 BMI 体型画

像を提示された場合には, 画像提示がない場合や通常体型・非人物画像と比較して, 認知症高齢

者の食事摂取量が増えると予想される. 本報告書では紙面に都合上, この仮説について直接的な

検証を行った実験研究の 1つを中心に報告する. 
 
３．研究の方法 
(1) 実験計画 



体型に関する視覚的手がかりを要因とする実験参加者内一要因計画であり, 標準体型条件, 高

BMI 体型条件, 非人物条件, 画像無し条件の 4 水準であった. 各条件について, 老健施設での平

日 5日間における昼食の完食数と, 各条件遂行後の主観的な食欲評価が測定された.  

 

(2) 実験参加者 

実験参加者は介護老人保健施設に入所中の 65 歳以上の男女で, 医師から認知症と診断された

21名であった (男性 5名, 女性 16名, 年齢 74-104歳). 実験参加者は, 食事を含む日常生活にお

いて視力の観点から支障はないと判断されていた. また, 嚥下機能は施設に勤務する歯科医によ

って評価され, 咀嚼・嚥下能力に関して重大な懸念はないことが確認された. 本研究はヘルシン

キ宣言のガイドラインに従って実施され, 実験前に本人あるいは家族から書面で同意を得てお

り, 老人保健施に設置された研究倫理委員会の承認を得ている (承認番号 79). 

 

(3) 実験材料 

  標準体型条件, 高 BMI体型条件, 非人物条件では, 図 1に示す各画像に「Enjoy your meal!」

の文字を添えて白紙にカラー印刷し, 15×10cmのメニュースタンドに入れて各実験参加者の食

膳左奥に提示した (図 1). 食膳に提示して違和感のない画像とするため, 標準体型条件と高

BMI体型条件はシェフのイラストとした. 非人物条件は, 花のイラストとした. イラストは線や

色, サイズ, 画風等に関して条件間で極端な差異が生じないよう配慮して作成した.  
 
 
 
 
 
 

図 1  実験で提示された視覚的手がかり画像 
 (左から標準体型, 高 BMI体型, 非人物画像) 

 
(4) 手続き 

 実験介入は, 家族の面会や施設の行事食がある土日は実験実施日から除外し, 平日 (月～金) 

で 4 週間, 計 20 回の昼食時間に実施した. 実験参加者内計画とし, 各条件を 5 日間ずつ実施し

た. 同じ食堂内で実験参加者ごとに提示画像をランダムとすると実験参加者である認知症高齢

者の不安や混乱を招く懸念があるため, 提示条件は実験参加者間で一定とし, 提示無し, 標準体

型条件, 高 BMI体型条件, 非食事関連条件の順とした.  

 測定指標は, 食事摂取量として各昼食の完食の有無を測定した. また, 主観的な食欲に関する

指標として, 日本語版食欲調査票 (SNAQ-J) を用いた. SNAQ-J は食欲, 摂取意思, 食味評価, 食

事回数の 4 項目から構成される自己評価型の食欲評価尺度であり, 信頼性と妥当性が確認され

ている 4). 食欲調査票は各週末に施設スタッフが実験参加者に聞き取りにより回答を求めた.  
 
４．研究成果 
 

(1) 完食数 

各条件における完食数を表 1 に示す. 完食数について視覚的体型手がかりを実験参加者内要

因とする分散分析を行った. その結果, 視覚的体型手がかりの主効果は有意であった (F (3, 60) 

= 3.158, p = 0.031, ηp
2 = 0.136). Tukey’s HSDによる多重比較の結果, 完食数は高 BMI体型画像条

件の方が提示無し条件よりも有意に多かった (p < 0.05).  
 



表 1  各条件における平均完食数 
 

 提示無し 標準体型画像 高 BMI体型画像 非人物画像 F p 

提供食事量 (g) 446.5(22.8) 437.5 (17.6) 437.6 (18.6) 458.4 (15.0) 1.175 .327 

完食数 (回) 2.8 (1.9) 3.2 (1.8) 3.5 (1.8) 3.0 (1.9) 3.158 .031 

括弧内の数値は標準偏差を示す. 
 
 
(2) 食欲評価 

各条件における食欲評価について, 下位尺度ごとの平均評定値を表 2 に示す. なお, 認知機能

等の問題により 4 週にわたりすべての項目に回答することが困難な実験参加者もいたことから, 

下位尺度ごとに 4 週間分の回答が得られたデータを分析に用いた. 各尺度得点について視覚的

体型手がかりを実験参加者内要因とする分散分析を行った. その結果, 視覚的体型手がかりの主

効果は下位尺度のうち食味評価において有意であった  (F (3, 30) = 3.676, p = 0.024, ηp
2 = 

0.290).Tukey’s HSDによる多重比較の結果, 標準体型画像・高 BMI体型画像・非人物条件は提示

無し条件よりも食味評価が高かった (ps < 0.05). その他の下位尺度については視覚的体型手がか

りの主効果は認められなかった.  

 

表 2  各条件における食欲評価の下位尺度平均得点 

 

 提示無し 標準体型画像 高 BMI体型画像 非人物画像 F p 

食欲  
(N = 14) 

3.3 (0.9) 3.7 (1.0) 3.7 (0.6) 3.6 (0.8) 1.560 .214 

摂取意思 
 (N =10) 

3.5 (0.5) 3.3 (0.8) 3.6 (0.5) 3.4 (0.5) 0.643 .594 

食味評価 
(N =10) 

3.0 (0.7) 3.5 (0.7) 3.7 (0.5) 3.6 (0.5) 3.676 .024 

食事数評価 
 (N =10) 

3.9 (0.3) 3.8 (0.4) 4.0 (0) 4.0 (0) 1.253 .310 

括弧内の数値は標準偏差を示す. 
 
 
(3) 考察 
  実験の結果, 視覚的体型手がかりの提示が認知症高齢者の食事摂取量に影響を及ぼすことが

示唆された. 健常若年者を対象としたジャコメッティ効果と同様に, 認知症高齢者を対象とした

食事時の介入においても, 高 BMI 体型画像を視覚提示された場合には, 提示無しの場合と比較

して食事の完食数が有意に多かった. なお, ジャコメッティ効果に関する従来研究では, 単一機

会の介入における実験参加者間比較で効果が示されたものが多かったが, 本研究のような同一

の実験参加者に一定期間継続した介入を行った場合にも効果がみられたことは, 介護現場等で

の応用可能性にもつながりやすい知見が得られたといえよう. ただし, 標準体型条件と高 BMI

条件との間には有意な差がみられていないことや, 食欲評価に関して食味評価はいずれの画像

提示も提示無し条件よりも食味評価の向上がみられたことから, 体型手がかりのみではなく, 視

覚刺激の食事関連性等も加算的に影響を及ぼしている可能性も考えられる. この点は本研究プ

ロジェクトにおける別の実験でも検討したが, 認知症高齢者の食卓環境における視覚的体型手



がかりの効果の範囲を厳密に検証する上で今後の課題といえよう. また, 視覚的体型手がかり画

像の提示は, 認知症高齢者の食支援の中でも非常に簡便で低コストで実施できることから, 現場

への応用可能性が高いことも本研究の特筆すべき点である.  

今後の課題として, 本研究は研究協力の得られた老健施設の入居者を対象としたが, 知見の一

般化のためには今後さらに実験参加者数を増やし, 認知症の原因や重症度別の検討なども行い, 

視覚的体型手がかりの提示が認知症高齢者の摂食嚥下障害・低栄養に対する有効な対策の 1 つ

となり得るかについて厳密に検証していく必要があろう. 本研究はその第一ステップとして, 研

究テーマの開拓可能性を示したものといえる.  

本研究の成果発表に際しては, 学術的な意義と認知症高齢者の支援現場での応用可能性の両

側面を踏まえた成果の社会還元ができるよう心掛けた. すなわち, 本研究プロジェクトの主要成

果は高齢者の臨床的支援に関する国際的学術雑誌 (オープンアクセスジャーナル) に発表する

とともに 5), 解説記事 6) や, 各自治体が行っている特定給食施設講習会等でも積極的に報告する

ようつとめた. COVID-19 の影響もあったが, 当研究プロジェクト期間内に毎年度こうした自治

体の講習会にて講師を担当し, 当プロジェクト成果の一部についても概説した. 研究プロジェク

ト期間終了後の講習会依頼も積極的に引き受けており, 引き続き成果の社会還元につとめたい.  
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